
お知らせお知らせ

プラタなす
那須赤十字病院 広報誌

No.49
那須赤十字病院Japanese Red Cross Nasu Hospital

2026年5月発行

公開講座公開講座

マイタウン・マイホスピタル

ミニニュース
マイタウン・マイホスピタル

ミニニュース

社会課
地域の皆さまへ
～「那須赤十字病院 赤十字講習プログラム」のご案内（令和8年度版）～

社会課
地域の皆さまへ
～「那須赤十字病院 赤十字講習プログラム」のご案内（令和8年度版）～

院長挨拶

病院長就任のご挨拶
院長挨拶

病院長就任のご挨拶



　
こ
の
た
び
、
那
須
赤

十
字
病
院
の
院
長
を

拝
命
い
た
し
ま
し
た

河
本
俊
介
で
す
。
昭

和
24
年
の
創
設
以
来
、

栃
木
県
北
地
域
の
中

核
を
担
っ
て
き
た
当

院
の
重
責
を
引
き
継
ぐ
に
あ
た
り
、
地
域
の
皆
さ
ま
、
な

ら
び
に
関
係
機
関
の
皆
さ
ま
に
謹
ん
で
ご
挨
拶
申
し
上
げ

ま
す
。

 

150
年
の
「
人
道
」
を
、
こ
の
地
の
揺
る
ぎ
な
い
安
心
へ

　
日
本
赤
十
字
社
は
、
２
０
２
７
年
に
創
立
150
周
年
と
い

う
大
き
な
節
目
を
迎
え
ま
す
。
１
８
７
７
年
の
創
設
以

来
、「
い
か
な
る
状
況
下
で
も
人
の
生
命
と
尊
厳
を
守
る
」

と
い
う
不
変
の
人
道
理
念
は
、
私
た
ち
の
医
療
の
原
点
で

す
。
現
在
の
地
に
移
転
し
て
か
ら
来
年
で
15
年
と
な
り
ま

す
が
、
私
た
ち
は
こ
の
節
目
を
、
単
な
る
通
過
点
で
は
な

く
、
地
域
の
皆
さ
ま
と
共
に
築
い
て
き
た
「
信
頼
と
い
う

資
産
」
を
さ
ら
に
深
化
さ
せ
る
新
た
な
出
発
点
と
位
置
づ

け
て
い
ま
す
。

 「
強
く
、
支
え
、
そ
し
て
続
く
病
院
」
へ
の
挑
戦

　
私
は
、
こ
れ
か
ら
の
当
院
が
目
指
す
べ
き
姿
を
三
つ
の

言
葉
に
込
め
ま
し
た
。

強
く
：
高
度
急
性
期
・
高
難
度
医
療
の
推
進

　
栃
木
県
北
唯
一
の
三
次
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、

24
時
間
365
日
「
受
け
る
べ
き
患
者
さ
ん
を
確
実
に
受
け
入

れ
る
」
と
い
う
〝
断
ら
な
い
救
急
〟
を
、
持
続
可
能
な
形

で
実
践
し
ま
す
。
高
度
医
療
を
組
織
と
し
て
推
進
し
、
が

ん
診
療
や
循
環
器
・
脳
血
管
障
害
に
お
け
る
地
域
最
後
の

砦
と
し
て
の
機
能
を
さ
ら
に
磨
き
上
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

支
え
：
地
域
を
「
面
」
で
守
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　
高
度
な
専
門
性
を
発
揮
す
る
一
方
で
、
へ
き
地
診
療
や

実
践
的
な
災
害
医
療
・
災
害
救
護
に
も
注
力
し
、
医
療
ア

ク
セ
ス
が
困
難
な
地
域
に
対
し
て
は
、
医
療
側
が
先
制
的

に
介
入
す
る
「
プ
ロ
ア
ク
テ
ィ
ブ
な
地
域
医
療
」
の
実
現

を
目
指
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
し
ま
す
。
こ
れ
は
、

従
来
の
受
け
身
の
医
療
か
ら
一
歩
踏
み
出
し
、
地
域
に
必

要
な
医
療
を
こ
ち
ら
か
ら
届
け
て
い
く
新
た
な
モ
デ
ル
と

な
る
取
り
組
み
で
す
。

　
ま
た
、
災
害
医
療
に
お
い
て
は
、
平
時
か
ら
の
実
践
的

な
訓
練
と
体
制
整
備
を
重
ね
、
有
事
の
際
に
も
確
実
に
機

能
す
る
医
療
体
制
を
構
築
し
、
地
域
の
命
を
守
る
最
後
の

砦
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
ま
い
り
ま
す
。
地
域
の
医

療
機
関
と
の
密
な
連
携
を
通
じ
て
、
地
域
全
体
で
患
者
さ

ん
を
支
え
る
「
地
域
完
結
型
医
療
」
を
よ
り
盤
石
な
も
の

に
し
て
ま
い
り
ま
す
。

続
く
：
持
続
可
能
な
組
織
基
盤
の
確
立

　
病
院
は
重
要
な
社
会
イ
ン
フ
ラ
で
あ
り
、
未
来
へ
確
実

に
引
き
継
が
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
、

Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
を
強

力
に
推
進
し
、
全
職
種
に
お
け
る
業
務
効
率
化
と
医
療
の

質
・
安
全
性
の
向
上
を
図
り
ま
す
。
こ
れ
は
単
な
る
効
率

化
で
は
な
く
、
医
療
安
全
を
高
め
る
と
同
時
に
、
職
員
の

バ
ー
ン
ア
ウ
ト
を
防
ぎ
、
誇
り
を
持
っ
て
働
き
続
け
ら
れ

る
環
境
を
整
え
る
た
め
の
取
り
組
み
で
す
。

　
さ
ら
に
、
経
営
基
盤
の
安
定
化
と
福
利
厚
生
の
充
実
を

図
り
、
職
員
を
守
る
こ
と
が
、
ひ
い
て
は
地
域
住
民
、
そ

し
て
栃
木
県
全
体
の
安
心
を
守
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

 

目
指
す
の
は
、「
専
門
性
」
と
「
誠
実
さ
」
の
両
立

　
医
療
は
、
特
定
の
職
種
だ
け
で
成
り
立
つ
も
の
で
は
な

く
、
多
職
種
が
連
携
し
て
初
め
て
成
立
す
る
も
の
で
す
。

私
は
職
員
に
対
し
、「
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
高
い
専
門
性

を
持
つ
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
で
あ
る
と
同
時
に
、
患
者

さ
ん
一
人
ひ
と
り
に
誠
実
に
向
き
合
う
医
療
人
で
あ
れ
」

と
伝
え
て
い
ま
す
。

　
そ
の
実
践
と
し
て
、
私
た
ち
は
次
の
三
つ
を
大
切
に
し

ま
す
。

１
．
説
明
責
任
を
果
た
す

　
忙
し
い
状
況
で
あ
っ
て
も
、
短
い
時
間
で
あ
っ
て
も
対

話
を
大
切
に
し
、
患
者
さ
ん
と
ご
家
族
が
理
解
し
納
得
で

き
る
医
療
を
提
供
し
ま
す
。

２
．
断
ら
な
い
姿
勢

　
専
門
や
立
場
に
と
ら
わ
れ
ず
、
ま
ず
受
け
止
め
、「
で

き
な
い
理
由
」
で
は
な
く
「
ど
う
す
れ
ば
最
善
か
」
を
考

え
ま
す
。

３
．
最
後
ま
で
関
わ
る

　
他
職
種
や
他
医
療
機
関
へ
つ
な
ぐ
際
も
責
任
あ
る
橋
渡

し
を
行
い
、
患
者
さ
ん
に
と
っ
て
最
も
適
切
な
医
療
へ
導

き
ま
す
。

　
本
当
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
は
、
技
術
か
人
間
性
か

の
ど
ち
ら
か
を
選
ぶ
の
で
は
な
く
、
そ
の
両
方
を
高
い
次

元
で
実
現
す
る
存
在
で
す
。
私
た
ち
は
そ
の
両
立
を
追
求

し
、「
こ
の
病
院
に
来
て
よ
か
っ
た
」
と
感
じ
て
い
た
だ

け
る
医
療
を
提
供
し
て
ま
い
り
ま
す
。

 

マ
イ
タ
ウ
ン
・
マ
イ
ホ
ス
ピ
タ
ル

　
「
地
域
に
根
ざ
し
、
と
も
に
歩
み
、
心
ふ
れ
あ
う
病
院

に
」。
こ
の
理
念
の
も
と
、当
院
が
地
域
の
皆
さ
ま
に
と
っ

て
「
自
分
の
街
の
、
大
切
な
病
院
」
で
あ
り
続
け
ら
れ
る

よ
う
、
全
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　
新
体
制
と
な
っ
た
那
須
赤
十
字
病
院
に
、
今
後
と
も
変

わ
ら
ぬ
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
何
卒
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

院長挨拶
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病
院
長
就
任
の
ご
挨
拶

那
須
赤
十
字
病
院 

院
長
　
河
本
　
俊
介



赤十字講習プログラム
ご希望（時間・内容・会場・人数）に合わせて、講習会を開催できます

那須赤十字病院

海、川、プールの危険を知ろう 監視者の心得水 水

お申し込みは電話またはメールから

電話 ０２８７－２３－１１２２ （代表） E-mail syakai@nasu.jrc.or.jp （担当：社会課 髙橋・石下・井戸沼）

受付時間 月～金 9：00～16：00 第1・3土 9：00～12：00

救 急 法

心肺蘇生とAEDの使い方救

のどにものが詰まったら救

止血・けがの手当救

急病時の手当救

傷病者の搬送法救

エピペンの使い方

幼 児 安 全 法

乳幼児の一時救命処置

子どもに多い事故と予防

子どもの看病と手当

子どものけがの手当

幼

幼

幼

幼

災害時の乳幼児支援幼

健

健

フレイル・生活不活発病の予防健

高齢者に多い事故の予防と手当、
急病への対応

健

救

自分らしい最後について考える

～ACP・もしものための話し合い～
健

健 健避難生活でいのちと健康を守る知識

健

支援生活に役立つ知識と技術

健

健やかな高齢期をむかえるために地域における支援活動

災害時の避難生活に役立つ知識

水 上 安 全 法

健 康 生 活 支 援 講 習

その他日常生活における支援

赤十字防災セミナー

災害への備え防

災害エスノグラフィー防

災害図上訓練（DIG）防

家具安全対策ゲーム（KAG）防

おうちのキケン防

ひなんじょたいけん防

～自助・共助について考える～

～読み物を通した災害の追体験～

～地域防災マップから危険箇所を理解～

～家具の安全対策を考える～

～子ども向け家具の安全対策～

～避難所生活をカードゲームでイメージ～

下記から
組合わせ
自由！！

地域で支える認知症

感染症予防

・杖や車椅子の正しい使い方

・床からの起き上がり・立ち上がり

・ベッドから車椅子へ

～スラィデイングボードを使用して～

食事の支援

健

健

排泄の支援

着替えの支援

～認知症の原因と症状～
～認知症の予防～
～認知症の方との接し方～

～手洗いの基本について・手洗いチェック～

　日本赤十字社では、身近な人を救うため、とっさの手当や日常生
活での事故防止など、健康安全に関する知識・技術の普及と啓発を
行なっています。

　那須赤十字病院では、こうした取組みを地域により身近な形で提
供するために、令和 6 年度より「那須赤十字病院　赤十字講習プ
ログラム」を実施しております。

　本講習では下記案内にある項目の中からご希望に応じて組み合
わせて受講いただけます。

　地域の安全・安心のため、是非ご活用ください。

　講習の詳細やお申し込み方法については、下記までお気軽にお問
い合わせください。

申込み・お問い合わせ（担当：医療社会事業部　社会課）
電話　0287-23-1122（代表）　E-mail  syakai@nasu.jrc.or.jp 

社会課
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地域の皆さまへ
～「那須赤十字病院

赤十字講習プログラム」のご案内（令和8年度版）～



　今年度は新入職員約 80
名が加わりました。4月 1
日～ 7日まで新入職員に
はオリエンテーションを
実施し、各部署へ配属さ
れます。

　4月 3日に資生堂の美容部員の
方にお越し頂き、外来の待ち時間
などにカラー診断、スキンケアメ
イク体験、癒やしのタッチケアを
患者さんに体験していただきまし
た。
　治療によるお肌のくすみや眉毛・
まつ毛の脱毛などのお悩みを資生
堂さんと解決していただきました。

　今年も那須赤十字病院
後援会より車椅子と歩行
器のご寄贈いただきまし
た。
　後援会会員の皆様には、
普段から様々なご支援を
いただき、改めて感謝申
しあげます。

 ４月　  入社式

 ４月　  ビューティーアップセミナー開催

 ３月　  那須赤十字病院後援会より寄贈

マイタウン・マイホスピタル

ミニニュース
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　那須赤十字病院は地域の皆さんに寄り添う病院を目指し、その一環としてこれ
までも地域の皆さんに向けての講座を行って参りました。
　1 月には消化器内科の佐藤先生・栄養課の西村管理栄養士に沈黙の臓器 肝臓
をテーマに講演を行い、2 月には脳神経外科の河本先生・リハビリテーションの
川島言語聴覚士・石橋作業療法士に脳の老化をテーマに講演を行いました。どち
らの講演もたくさんの方々にご参加いただきました。
　これからもたくさんの方々のご参加お待ちしております。

※テーマ等について詳細決まり次第、院内掲示、ホームページ等でお知らせいたします。

那須赤十字病院公開講座
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プラタなす

基本方針
１．赤十字基本原則に則り、地域のための医療を提供します。  
２．患者さんの立場を尊重し、患者さんに信頼される病院をつく
ります。  

３．日々の研鑽を惜しまず、医療の質の向上に努めます。  
４．保健・医療・福祉施設との連携を密にし、地域医療の発展につ
くします。

基本理念
マイタウン・マイホスピタル

～地域に根ざし、ともに歩み、心ふれあう病院に～

SNS 開始のお知らせ
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広告掲載募集中
当院の媒体に広告を掲載しませんか？

・診療費請求書 兼 領収書裏面
	 16,500円 /月
・入院のご案内
	 77,000円 /15,000部
・職員エリアデジタルサイネージ
	 22,000円 /月
・ホームページバナー広告
	 A 枠 16,500円 /月
	 B枠 11,000円 /月
・院外広報誌プラタなす
	 22,000/ 回
　那須赤十字病院後援会会員様 10％ off

お問い合わせ・お申し込みは那須赤十字病院　総務課まで


